
（耳鼻いんこう科）

１．概　　要
　外来診療は１日の受診患者は約100～140人であった。入院診療では年間入院患者数は497人で延べは
7810人であった。388件の手術室を使用した手術治療をおこなった。
　中耳炎、めまい、難聴、顔面神経麻痺に対しては投薬治療を行い、改善を認めない場合は大学病院な
どの耳科手術可能な近隣病院に手術治療を依頼した。アレルギー性鼻炎副鼻腔炎、鼻中隔湾曲症に対し
ては、それぞれの患者さまのニーズにあった投薬治療や手術療法などの治療をおこなった。慢性扁桃炎
や睡眠時無呼吸症候群に対しては口蓋扁桃摘出術、アデノイド切除術をおこなった。また鼻出血、扁桃
炎、喉頭蓋炎などの重症な救急疾患については、適宜救急医の依頼に対応し入院治療をおこなった。咽
頭・喉頭・唾液腺・甲状腺などの良性腫瘍については、手術適応を行い、悪性腫瘍には、根治と機能温
存を目標として手術療法、化学療法、放射線療法を併用し治療計画を行った。
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慢性副鼻腔炎 465人
13.6%

アレルギー性鼻炎 338人

難聴 309人 9.1%

前庭機能障害 286人
8.4%

慢性喉頭炎及び慢性喉頭
気管炎 275人 8.1%中耳炎 218人 6.4%耳垢栓塞 153人 4.5%

めまい症 112人 3.3%

扁桃及びアデノイドの
慢性疾患 106人 3.1%

耳鳴症 90人 2.6%

その他
1348人 34.4%

耳鼻いんこう科

人904,3:数者患新度頻別患疾

人904,3:数者患新度頻別患疾別月
1月
2月
3月
4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月

慢性副鼻腔炎 アレルギー性鼻炎 難聴 前庭機能障害
慢性喉頭炎及び慢性喉頭気管炎 中耳炎 耳垢栓塞 めまい症
扁桃及びアデノイドの慢性疾患 耳鳴症 その他



主な救急疾患（入院加療を要した） 人　数
7いまめ
4聴難性発突
01痺麻経神面顔
33瘍膿囲周桃扁・炎桃扁性急
51炎頭喉・炎蓋頭喉性急
7血出鼻
2傷熱道気

主な手術療法（手術室使用）
口蓋扁桃摘出術、アデノイド切除術 134

16術手腔鼻副鼻下鏡視内
04術出摘節パンリ
32術手瘍腫腺状甲
22術置留ブーュチ膜鼓
81術開切管気
81術手細微頭喉
21術手瘍腫腺下耳
7術清郭部頸
7術出摘胞うの部頸
6術出摘腺下顎
4術出摘全頭喉

入院患者数　　　　　　　　 　497人
延べ入院患者数　　　　　 　7,810人



学会発表
＜耳鼻いんこう科＞

№ 演　　題　　名 発表者及び
共同研究者 学会・研究会名 発表年月日

1 耳下腺腫瘍の臨床学的統計 永 島 義 久 第36回日本頭頸部癌学会 2012/6/8

2
気管腕頭動脈瘻による出血に対しカフ付
き挿管チューブにて一時止血を得たが、
再出血し救命し得なかった症例

関 谷 真 二 第７回日本小児耳鼻咽喉科学会総会学
術講演会 2012/6/22


